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集合住宅における床衝撃音レベルの予測手法を開発し，設計者

が使用できるように「インピーダンス法による床衝撃音レベル

予測計算法の解説」手引書を作成！ 

 株式会社熊谷組（取締役社長 大田 弘，本社：東京都新宿区）は，

信州大学（学長 小宮山淳、住所：長野県松本市旭３丁目１番地１号）

工学部山下恭弘教授監修のもと，有限会社泰成電機工業（代表取締役

社長 平栗弘明，本社：長野県駒ヶ根市），フジモリ産業株式会社（代

表取締役 藤森行彦，本社：東京都品川区）と共同で，集合住宅にお

ける新たな床衝撃音レベルの予測手法を提案致しました。さらに，設

計者が簡単に床衝撃音レベルを計算し、スラブ厚さ等を算定できるよ

うに「インピーダンス法による床衝撃音レベル予測計算法の解説」と

して手引き書を作成いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

１．概要 

 集合住宅を設計する段階で，音環境，特に床衝撃音レベルは，必須

の検討事項の一つになっております。日本建築学会では「建物の遮音

設計資料（技報堂出版，1988.8）」で，スラブの支配面積が，30 ㎡

以下である RC 構造の建物に対する床衝撃音レベルの予測法を提案

いたしました。しかし，現在では，スケルトンインフィルやフリープ

ランに対応できる設計が求められ，スラブの支配面積が 60 ㎡を超え

る大型スラブ構造が増えてきております。日本建築学会の予測手法を

拡張して，大型スラブの床衝撃音レベルの大きさを予測すると，実際

の建物の性能と合わないという指摘が、多くでておりました。このた

め，大型スラブに適用できる精度の良い，新たな床衝撃音レベル予測

手法の確立が急務となっています。 
 このような背景に基づき，大型スラブに対応できる新たな床衝撃音

レベルの予測手法の提案をいたしました。さらに，床衝撃音レベルの

予測手法の精度向上を計り，広く普及させるために，「インピーダン

ス法による重量及び軽量床衝撃音レベルの予測計算法」の解説書と，

表計算ソフトで簡単に床衝撃音レベルを予測計算できる予測計算シ

ートを配布することといたしました。 
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２．内容 

 この解説書は， 
① 日本建築学会が提案している小型スラブに対する床衝撃音レベル

予測手法の解説 
② 新たに提案した各種床構造タイプに対応できる中型～大型スラブ

に対する予測計算方法の説明， 
③ 提案した予測式の計算例と実際の集合住宅における実測値との対

応の説明， 
④ 初心者にとって分かりにくい音響用語の解説， 
⑤ 設計者からの予測計算に関する質問に対する回答（Q＆A） 
から構成されています。 

 

 
                  
 さらに，業務ソフトのディファクトスタンダードとなっているマイ

クロソフト社製表計算ソフトウェア「Microsoft® Excel」上で，簡単

に床衝撃音レベルを予測計算できるように，インターネットの HP か

ら予測計算シートを自由にダウンロードできるようにしました。この

予測計算シートは，予測に必要な基本的な計算条件を入力すると，設

計性能を満足できるスラブ厚さや床衝撃音レベルを得ることができ

ます。予測計算の結果は，グラフ化され，そのまま報告書に添付して

使用できるようにしています。床衝撃音レベルの予測計算結果と実測

値の例を示します。 
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 これまで，床衝撃音レベルの予測計算は，計算を行う人の経験に頼

る部分が多く，計算結果に 5～10dB 程度のばらつきを生じていまし

た。今回，上記の解説書と予測計算シートを配布することで床衝撃音

レベルの予測計算方法の標準化を計ることができ，計算結果のばらつ

きも小さくなることが期待できます。 
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３．今後の展開 

 今後，集合住宅の床衝撃音レベルの予測検討を行う際の重要なツー

ルとして位置付け，デベロッパーや設計事務所などに対して積極的に

提案していく予定です。さらに，床衝撃音レベルの予測に本計算手法

を用いた方から，忌憚のない評価・意見を頂き，より使いやすい解説

書に仕上げていくよう，今後も継続的に検討をしてく予定でおります。

なお，床衝撃音の予測計算シートは下記のホームページのどこからも

同じ形式でダウンロードすることができます。 

 

信州大学 工学部 社会開発工学科 山下研究室 

   http://yamalab300.shinshu-u.ac.jp/home/toppage.htm 

株式会社熊谷組 

   http://www.kumagaigumi.co.jp/ 

有限会社泰成電機工業 

   http://www.bankyo.co.jp/ 

フジモリ産業株式会社 

   http://www.fujimori.co.jp/ 

有限会社音研 

   http://www.otoken.co.jp/ 

 

本技術に関する問い合わせ先 

【本リリースに関する問い合わせ先】 

株式会社 熊谷組 広報室             室長 藤島 幸雄 

                            担当 石賀 慎一

郎 

                            (電話 

03-3235-8155) 

【技術に関する問い合わせ先】 

   株式会社 熊谷組 技術研究所 音環境研究グループ 部長 大脇  雅直 

                          担当 財満  健史 

（電話 03-3235-8724） 

 有限会社  泰成電機工業               専務取締役 堀内  

一治 

                                担当 石丸  岳史 

（電話 0265-83-1138） 

   フジモリ産業株式会社 建材事業部         部長 浜口  浩孝 

                                      担当 小松  寛治 

（電話 03-5789-2381） 


